
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

萩市・阿武町の火山は形に特徴があるよ！ 

ホットケーキみたいな形をしているんだって！ 

 
どれも 1回だけ、溶岩が流れ出して 
固まってできた平らな火山です。 

１回だけ噴火してできた小さな火山を「単成火山」といい、何度も

噴火を繰り返してできた大きくなった火山を「複成火山」といいます。

萩市・阿武町には、単成火山が約５０あり、「阿武単成火山群」と呼ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

           参考資料：「地震・津波と火山の事典」(藤井敏嗣・纐纈一起) 

火山の形と大きさ 
盾状火山と溶岩ドームやマールとは大きさのスケールが大きく異なること
に注意。高さの比率を複成火山は２倍に、単成火山は４倍に誇張してある。 

火山の形は、マグマの粘りけが小さいと、平らになります。 

萩の火山は、平らな台のような形をした火山がたくさんあるの

が特徴です。このことから、萩の火山は粘りけの小さいマグマが噴出し

てできたものだと分かります。萩市・阿武町内には「鶴江台」「中の台」

のように「台」がついている地名が多いので、他にも探してみましょう。 
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